
宝塚大橋
歩道空間整備に関する
意見交換会

令和4年5月29日（日） ①10:00～10:30 ②13:00～13:30

③13:45～14:15

場 所：中央公民館

出席者：宝塚市役所：都市安全部、都市整備部、産業文化部

兵 庫 県：宝塚土木事務所



宝塚大橋のこれまでの経緯

・昭和５４年に供用開始

・平成２９年に兵庫県が耐震等を目的とした大規模な改修工事を開始
（令和４年度に完了予定）

・令和３年度から歩道空間整備を検討

※歩道空間整備の内容検討にあたっては、要望書や
アンケート調査、景観審議会との意見交換等、地域企業や
地元団体との協議等を経て、兵庫県と宝塚市が連携して
検討を進めております。



歩道空間整備検討に関するスケジュール

令和３年度（２０２１年度）

９月 景観審議会（１回目）

１２月 整備方針の提示、アンケート実施

３月 アンケート結果の公表、景観審議会（２回目）

令和４年度（２０２２年度）

５月 意見交換会（本日）

８月 景観審議会（３回目）（予定）

９月 整備計画決定 （予定）

※これまでの協議や検討で作成した方針（整備コンセプト、整備方針）に

基づき、県、市により整備計画を決定します。

※計画策定後、令和４年度～令和５年度（予定）にかけて

兵庫県が歩道部分の工事を行います。



整備の方向
※お手元の資料「施設配置の考え方」を参照

整備コンセプト … 「景観を楽しみ、使い育てる橋」

「景観形成と通行安全の分割型整備」

… 上流部(景観形成)/下流部(通行空間)を重視

「地域の意見を踏まえた整備」

… 有識者との意見交換/アンケート調査/意見交換会

「パートナーシップによるソフト対策」

… 宝塚歌劇、手塚治虫記念館、植木産業等と協働の取組を協議、検討

整備方針

「１．にぎわいを育む橋」 「２．立ち寄りたくなる橋」

「３．利用者が安心して通行できる橋」 「４．長く使い続けることができる橋」



意見交換会の趣旨、目的
・これまでに、兵庫県と宝塚市は要望書やアンケート調査、景観
審議会との意見交換等を経て、歩道空間整備計画の検討を進めて
きました。

・計画検討の中で、宝塚らしさや、優しさを持った整備を期待さ
れていることが分かりました。

・つきましては、以下の内容をどの様に具体化すれば良いか意見
交換させていただきたいと考えています。

①宝塚らしさ、優しさの表現方法
②地域とのパートナーシップによる活動
③「みどり」の維持管理方法
④地域における空間の活用


